
豊かな愛の心を育てる

　明治時代に実際に起こったことですが、東北の貧しい一農夫が、家計を楽にするために、農閑期に都会へ出稼ぎに出かけ、数ヶ月の激しい労働によって蓄えたいくばくかの金を手にして、雪の降りしきる日に家族の待つ村へと帰ってきました。

　汽車を降り、駅からわが家までの長い道のりをたどるうち、吹雪のために力尽きて倒れ、雪に埋もれてしまいました。

　翌朝、村人によって発見された彼の死顔には、ほほえみさえ浮かんでいたということです。

　世間の人々は、この農夫の不幸な死について語り合いましたが、阿部次郎氏は、その著書の中で、

「人は、いずれかは死を迎えなければならない。世の中には、栄華を極め、大勢の人に囲まれながら息を引き取る人もいる。しかし、死の枕辺に集まった人たちが、みな遺産目当てのそら涙を流しているのに過ぎないかも知れない。この農夫は一刻も早く家族の喜ぶ顔を見たいと、吹雪を冒して家路を急ぎ、そのためにこの災難に遭遇したのであるが、息を引き取る瞬間に、自分の帰りを待つ心温かい家族の顔を思い浮かべながらほほえんで死んでいったのであるならば、その愛に包まれた生涯は、打算に満ちた人々のそら涙に囲まれて死んでいく人よりもはるかに幸福ではなかろうか」と感想を述べています。

　保険金欲しさに家族や知人、地域の人たちまで殺害しようとする殺伐たる事件に象徴されますように、人より物を大切にする最近の社会の風潮には、深い危ぐを覚えます。

　愛に溢れた人間関係は、地位や財産よりもはるかに貴重なものであることを十分認識させて、子どもたちの豊かな愛の心を育みたいと願っております。
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